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新生活　自分発見

※新生活のスタートにあたって役立つ仕事

や家事に関する図書や、自分の良さや個性

を再発見できるような図書を展示します。

▽期間　３月３日(火)～４月１２日(日)

秋田春紀行
～もっと知りたい秋田のことシリーズ６～

※秋田の春に関する資料を展示します。

▽期間　３月３日(火)～４月３０日(木)

　～　木管アンサンブル　～

 ▽日　時　３月１５日(日)

　　　　　 午前９：２０～９：５０

 ▽場　所　１階エントランスホール　

 ▽出　演　山王中学校

 ▽入場無料

～　親子で絵本を楽しもう　「読み

聞かせ」を実施します～

月１５日(日)▽日時　３

　　　　午後１:00～３:00

    　　    (休憩1:50～2:10)

▽場所　閲覧室「えほんのへや」

▽対象　乳幼児から小学生の

　　　　みなさん

▽参加無料

もちろん貸出もします

　この人を御存じですか？　１７４９年(寛永2)角館町に生まれ、１７８０年(安永9)

３１歳の若さでこの世を去りました。平賀源内に洋画を教わり、秋田藩主佐竹曙山(第8

代、義敦)の命により江戸へ出向き、源内のもとで洋画を研究。秋田蘭画の中心的な存在

となりました。解体新書の挿絵も描いています。

　オダノナオタケで検索すると１５冊の本がヒットします。当館のＨＰ「秋田県立図書館

所蔵貴重資料」からも解体新書の全文がご覧になれます。

花粉症・眼・鼻

※花粉の飛散が始まるこの時期に合わせ、

花粉症の予防・治療や眼・鼻などのアレル

ギーに関する図書を展示します。

▽期間　３月３日(火)～３月３１日(火)

「博物学のはじまり～県立図書館旧郷土資料

 室の収集資料から～」

 ※博物館としての役割を果たしていた旧県

 立図書館を各種資料を通して紹介します。

 ▽期間　３月６日(金)～５月６日(水)

 ▽場所　秋田県立図書館　特別展示室

 ▽入場無料

　小田野直武(おだのなおたけ)



編集発行　　秋田県立図書館　　　 〒010-0952 秋田市山王新町14-31      TEL 018-866-8400

発 行 日    平成21年3月2日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　     FAX 018-866-6200

http://www.apl.pref.akita.jp          Ｕ Ｒ Ｌ    パソコン用　 自動応答電話 018-866-8406

http://ill.apl.pref.akita.jp/m/            携帯電話用　

apl@apl.pref.akita.jpＥ-mail     図書館全般について　

jouhou@apl.pref.akita.jp            資料の問い合わせ　　

『 秋田県教育史　第８ 刊　通史編３ 』

　                        秋田県教育委員会／著・発行　2008.12

　昭和59年度から平成17年度までの22年間の教育行政についてまとめたものです。学校週5

日制やゆとり教育への転換など、変化の多い時代の中、秋田県の教育がどのように発展して

きたかが書かれています。資料編は昭和54年から平成17年までの教育年表各種資料があり、

秋田県の教育を歴史の面から探るには欠かせない一冊です。
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「小牧近江資料展Ⅱ　 -小牧近江を取り巻く人びと-」

 ▽期間　４月１９日(日)まで             ▽展示内容

 　　　　　　　　　　　　　　　　　1 家族とのやり取り

 ▽会場　あきた文学資料館　　　　   2 秋田の知人とのやり取り

              特別展示室                        3 国外の知人とのやり取り

                                                     4 国内の知人とのやり取り

5 小牧近江の色紙及び私物 ▽入場無料                                     

「栗駒山(須川岳)の須川温泉はかつて秋田側に流れていたが、江戸初期に

引き湯を拒絶したのでその後は岩手側が引き湯をすることになった」とい

うことについて、その事情などが記された資料があるか？
　『 東成瀬村郷土誌』 東成瀬村教育委員会1991  P592～595須川温泉の項目に、 以下の記述

があり 。 "湯尻は正保元年(1644)まで羽後国秋田領に注流していたものを、 故あって秋田藩

家老梅津半右エ門の指図により 、 仙台領に切り落したものだと伝えられているが、 それは温

泉による湯尻(強酸性泉)が毒水となって水田に害を与えるということであった。 "同書P48

にも、 同様の説明があった。 同P42には、 このことについて『 秋田風土記』 より引用されて

いるが、 "慶長年中梅津憲忠温泉尻を仙台領に切落さしめて他領とす。 "とあり 、 年代が違っ

ている。 正保元年にも、 梅津半右衛門憲忠の第二子にあたる梅津半右衛門忠国が家老として

在職しており (在勤期間寛永10(1633)年～明歴3(1657)年7月23日)、 どちらが正しいかは不

明である。




